
自民党千葉県第8選挙区支部

支部長 特集号桜田よしたか
す
る
市
民
と
連
携
し
た
取
り
組
み
や
、

手
賀
沼
エ
コ
マ
ラ
ソ
ン
な
ど
自
然
環
境
を

活
か
し
た
観
光
振
興
が
重
要
な
テ
ー
マ

で
す
。手
賀
沼
の
貴
重
な
自
然
を
将
来
世

代
に
守
り
伝
え
る
た
め
、今
後
も
国
の
立
場

か
ら
様
々
な
活
動
を
支
援
し
て
参
り
ま
す
。

桜
田 

手
賀
沼
と
利
根
川
は
市
民
の
憩
い

の
場
で
あ
る
一方
、大
雨
や
台
風
時
に
は
浸

水
の
危
険
を
伴
い
ま
す
。近
年
は
災
害
が

激
甚
化
す
る
傾
向
に
あ
り
、防
災
減
災
が

行
政
の
重
要
な
役
割
と
な
って
い
ま
す
。

市
長 

令
和
元
年
台
風
19
号
で
は
利
根
川

の
水
位
が
急
速
に
上
昇
し
て
堤
防
を
越
え

る
危
険
が
あ
り
ま
し
た
が
、上
流
に
整
備

さ
れ
た
田
中
調
節
池
の
治
水
機
能
が
下
流

域
の
我
孫
子
市
の
生
活
を
守
り
ま
し
た
。

市
で
は
過
去
に
布
佐・若
松
地
区
で
発
生
し

た
大
規
模
な
床
上・床
下
浸
水
被
害
を
受

け
て
、国
や
県
の
支
援
の
も
と
で
布
佐
排

水
ポ
ン
プ
場
の
整
備
や
手
賀
沼
沿
い
の
湖

岸
堤
強
化
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

過
去
の
災
害
の
記
憶
を
決
し
て
風
化
さ

せ
ず
、治
水
対
策
を
着
実
に
進
め
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

桜
田 

住
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め

の
社
会
イ
ン
フ
ラ
整
備
は
、確
固
た
る
信

念
に
基
づ
く
長
期
的
な
取
り
組
み
が
必

要
で
す
。田
中
調
節
池
の
貯
水
機
能
の一層

の
強
化
や
、農
地
の
湛
水
被
害
の
防
止
に
向

け
た
揚
排
水
施
設
の
改
修
な
ど
、今
後
も

国
の
責
務
と
し
て
防
災
減
災
に
全
力
を
挙

げ
て
参
り
ま
す
。

対  談

 

桜
田 

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
終
息
に
向

け
て
、現
在
も
最
前
線
で
対
応
に
当
た
る

医
療
従
事
者
、行
政
機
関
の
方
々
、ま
た

日
々
の
生
活
を
支
え
る
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
の
皆
様
に
は
心
か
ら
の
敬
意

と
感
謝
を
表
し

ま
す
。
我
孫
子

市
で
は
市
長
の

強
い
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
の
下
、順

調
に
ワ
ク
チ
ン

接
種
が
進
ん
で
い

ま
す
。

市
長 

市
内
の
医
療
機
関
と
連
携
し
て

早
期
に
接
種
体
制
を
整
え
た
こ
と
で
、

9
月
14
日
時
点
で
65
歳
以
上
の
2
回
目

接
種
率
は
92
％
、全
年
齢
で
も
61
％
を

超
え
、国
や
県
の
平
均
を
上
回
る
ペ
ー

ス
で
順
調
に
接
種
が
進
ん
で
い
ま
す
。

キ
ャ
ン
セ
ル
分
の
有
効
活
用
も
進
め
、

市
内
の
福
祉
施
設
や
学
校
の
職
員
を

中
心
に
先
行
接
種
を
行
い
ま
し
た
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
進
展
に
よ
っ
て
高
齢

者
の
重
篤
化
を
抑
え
る
効
果
が
出
て

い
ま
す
。

桜
田 

私
は
赤
十
字
の
献
血
施
設
を
ワ
ク

チ
ン
接
種
会
場
と
し
て
活
用
す
る
提
言

を
厚
生
労
働
省
に
行
い
、接
種
体
制
の
強

化
に
奔
走
し
て
き
ま
し
た
。今
後
は
臨
時

の
野
戦
病
院
開
設
や
社
会
経
済
活
動
正

常
化
に
向
け
た
接
種
証
明
書
発
行
、簡

易
検
査
用
の
抗
原
検
査
キ
ッ
ト
活
用
も

重
要
な
選
択
肢
で
す
。国
に
対
し
て
あ
ら

ゆ
る
措
置
を
取
る
よ
う
働
き
か
け
る
と

と
も
に
、危
機
管
理
体
制
強
化
の
た
め
の

法
改
正
も
見
据
え
て
、力
を
尽
く
し
て
参

り
ま
す
。

　
桜
田 

我
孫
子
市
は
白
樺
派
な
ど
多

く
の
知
識
人
に
愛
さ
れ
た
街
と
し
て

著
名
で
あ
り
、近
年
は
充
実
し
た
子

育
て
・
教
育
環
境
で
人
気
を
集
め
て
い

ま
す
。

市
長 

我
孫
子
市
は
1
9
8
6
年
か
ら

「
待
機
児
童
ゼ
ロ
」を
継
続
し
、子
育
て

の
し
や
す
さ
が
大
き
な
魅
力
で
す
。ま

た
市
内
に
教
育
者
・
柔
道
家
と
し
て

名
高
い
嘉
納
治
五
郎
の
別
荘
が
あ
っ

た
影
響
も
あ
り
、伝
統
的
に
教
育
に

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
直
近
で
は

G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想
に
基
づ
き

市
内
全
て
の
小
中
学
校
に
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
と
通
信
環
境
を
整
備
し
ま
し

た
。こ
れ
に
よ
り
今
後
対
面
授
業
が

困
難
な
場
合
で
も
ネ
ッ
ト
を
活
用

し
て
学
習
を
継
続
出
来
る
環
境
が

整
い
ま
し
た
。

桜
田 

私
は
議
員
連
盟
の
副
会
長
と

し
て
不
妊
治
療
の
保
険
適
用
範
囲
拡
大

に
取
り
組
み
、来
年
4
月
か
ら
の
保
険

適
用
開
始
を
実
現
し
ま
し
た
。ま
た

「
教
育
は
未
来
へ
の
投
資
」と
の
信
念

の
下
、衆
議
院
の
文
部
科
学
委
員
と

し
て
35
人
学
級
の
実
現
に
も
尽
力
し

ま
し
た
。今
後
も
国
の
立
場
か
ら
継

続
的
に
子
育
て
・
教
育
環
境
の
充
実

を
後
押
し
し
て
参
り
ま
す
。

桜
田 

手
賀
沼
は
我
孫
子
の
シ
ン
ボ
ル

で
あ
り
、水
鳥
の
飛
ぶ
豊
か
な
自
然

環
境
が
多
く
の
人
々
を
魅
了
し
て

き
ま
し
た
。一
方
で
周
辺
環
境
の
変

化
に
伴
う
環
境
の
保
全
が
喫
緊
の

課
題
で
す
。

市
長 

手
賀
沼
エコマ
ラ
ソ
ン
は
水
辺
の

景
観
に
対
す
る
評
価
が
高
く
、人
気
の

大
会
で
す
。市
民
か
ら
は
ハ
ー
フ
に
加

え
て
10
㎞
や
42
㎞
の
コ
ー
ス
設
定
の
要

望
も
寄
せ
ら
れ
、手
賀
沼
花
火
大
会

と
併
せ
て
エコ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
よ
る
地
域

振
興
の
核
と
し
て
更
な
る
発
展
が
期

待
さ
れ
ま
す
。同
時
に
市
で
は
国・県

と
と
も
に
手
賀
沼
の
水
質
浄
化
や

オ
オ
バ
ナ
ミ
ズ
キ
ン
バ
イ
な
ど
外
来

植
物
の
駆
除
に
努
め
て
い
ま
す
。

桜
田 

私
は
こ
れ
ま
で
手
賀
沼
の
環
境

保
全
に
尽
力
し
、湖
底
の
ヘ
ド
ロ
除
去

に
よ
る
水
質
改
善
な
ど
を
実
現
し
て

き
ま
し
た
。今
後
は
外
来
植
物
に
対

スペシャル
我孫 子

※撮影時のみマスクを外しています

新
型
コ
ロ
ナ
対
策

1

子
育
て
・
教
育

2

衆議院議員
自由民主党行政改革推進本部長

桜田よしたか
我孫子市長

星野順一郎
本号では衆議院議員 桜田よしたかさんと

日頃親交の深い我孫子市長 星野順一郎さんの対談を特集します。

桜
田 

昨
年
6
月
に
計
画
が
本
格
始
動

し
た「
千
葉
北
西
連
絡
道
路
」は
、沿
線

市
で
住
民
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
ポ
ス
タ
ー
展

示
が
開
催
さ
れ
、住
民
の
関
心
と
早
期
実

現
を
求
め
る
要
望
が
高
ま
って
い
ま
す
。

市
長 

千
葉
北
西
連
絡
道
路
は
国
道

16
号
・
国
道
6
号・県
道
7
号
線
の
渋
滞

解
消
に
加
え
て
、利
根
川
の
堤
防
と
の

一
定
的
整
備
に
よ
る
治
水
力
の
向
上
、

沿
線
へ
の
企
業
進
出
に
伴
う
雇
用
の

創
出
、災
害
時
に
救
急
車
等
の
緊
急
車

両
が
通
る「
命
の
道
」と
し
て
の
役
割

が
期
待
さ
れ
ま
す
。将
来
世
代
に
資
す

る
投
資
は
、我
々
世
代
が
責
任
を
持
っ
て

実
施
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

桜
田 

千
葉
北
西
連
絡
道
路
は
私
の

議
員
生
活
30
年
に
渡
る
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
で

あ
り
、東
葛
地
域
の
潜
在
力
を
引
き
出
す

重
要
な
事
業
で
す
。今
年
7
月
に
は
国

交
省
か
ら
ル
ー
ト
の
延
伸
構
想
も
発
表

さ
れ
、完
成
す
れ
ば
柏
・
我
孫
子
か
ら

渋
滞
な
く
房
総・成
田
空
港
に
ア
ク
セ
ス

が
可
能
と
な
り
ま
す
。本
構
想
は
県
知

事・沿
線
市
長
と
ス
ク
ラ
ム
を
組
ん
で
、全

力
で
や
り
抜
く
覚
悟
で
す
。

桜
田 

地
域
の
均
衡
あ
る
発
展
の
た
め

に
は
、鉄
道
な
ど
公
共
空
間
の
利
便
性

向
上
と
地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
の
活
性
化
も

重
要
で
す
。

市
長 

成
田
線
は
今
年
開
業
1
2
0
周

年
を
迎
え
、感
染
症
対
策
に
留
意
し
つつ

様
々
な
イ
ベン
ト
を
通
し
て
沿
線
の
活
性

化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。ま
た
現
在
我

孫
子
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
進
め
て

お
り
、駅
構
内
の
ト
イ
レ
改

修
は
今
年
7
月
に
完
成
し
、

改
札
と
ホ
ー
ム
間
の
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
整
備
は
令
和
7
年
の
完

成
に
向
け
て
工
事
を
進
め
て

い
ま
す
。こ
れ
は
約
10
年
に

渡
る
国
交
省
と
J
R
へ
の
要

望
活
動
が
実
を
結
び
、実
現

に
漕
ぎ
着
け
た
も
の
で
す
。

桜
田 

昨
年
市
長
と
共
に
行っ

た
国
土
交
通
省
へ
の
要
望
活

動
を
契
機
と
し
て
、実
現
に

至
っ
た
こ
と
を
大
変
に
喜
ば

し
く
思
い
ま
す
。誰
も
が
使

い
や
す
い
公
共
空
間
を
実
現

す
る
た
め
、今
後
も
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
対
す
る

国
か
ら
の
支
援
制
度
の
拡
充
を
図
り
ま
す
。

ま
た
感
染
症
が
収
束
し
た
暁
に
は
、地
域
に

根
差
し
た
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
活
動
や
イ
ベ
ン
ト
の

支
援
を
通
し
て
、成
田
線
沿
線
の
活
性
化
に

も
全
力
で
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。
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ク
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接
種
を
迅
速
化
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病
床
確
保
＆
社
会
経
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活
動

　

正
常
化
」に
向
け
て
あ
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ゆ
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対
策

　

を
実
行
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す
る
市
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と
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携
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、

手
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ど
自
然
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を

活
か
し
た
観
光
振
興
が
重
要
な
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ー
マ

で
す
。手
賀
沼
の
貴
重
な
自
然
を
将
来
世

代
に
守
り
伝
え
る
た
め
、今
後
も
国
の
立
場

か
ら
様
々
な
活
動
を
支
援
し
て
参
り
ま
す
。

桜
田 

手
賀
沼
と
利
根
川
は
市
民
の
憩
い

の
場
で
あ
る
一方
、大
雨
や
台
風
時
に
は
浸

水
の
危
険
を
伴
い
ま
す
。近
年
は
災
害
が

激
甚
化
す
る
傾
向
に
あ
り
、防
災
減
災
が

行
政
の
重
要
な
役
割
と
な
って
い
ま
す
。

市
長 

令
和
元
年
台
風
19
号
で
は
利
根
川

の
水
位
が
急
速
に
上
昇
し
て
堤
防
を
越
え

る
危
険
が
あ
り
ま
し
た
が
、上
流
に
整
備

さ
れ
た
田
中
調
節
池
の
治
水
機
能
が
下
流

域
の
我
孫
子
市
の
生
活
を
守
り
ま
し
た
。

市
で
は
過
去
に
布
佐・若
松
地
区
で
発
生
し

た
大
規
模
な
床
上・床
下
浸
水
被
害
を
受

け
て
、国
や
県
の
支
援
の
も
と
で
布
佐
排

水
ポ
ン
プ
場
の
整
備
や
手
賀
沼
沿
い
の
湖

岸
堤
強
化
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

過
去
の
災
害
の
記
憶
を
決
し
て
風
化
さ

せ
ず
、治
水
対
策
を
着
実
に
進
め
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

桜
田 

住
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め

の
社
会
イ
ン
フ
ラ
整
備
は
、確
固
た
る
信

念
に
基
づ
く
長
期
的
な
取
り
組
み
が
必

要
で
す
。田
中
調
節
池
の
貯
水
機
能
の一層

の
強
化
や
、農
地
の
湛
水
被
害
の
防
止
に
向

け
た
揚
排
水
施
設
の
改
修
な
ど
、今
後
も

国
の
責
務
と
し
て
防
災
減
災
に
全
力
を
挙

げ
て
参
り
ま
す
。
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桜
田 

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
終
息
に
向

け
て
、現
在
も
最
前
線
で
対
応
に
当
た
る

医
療
従
事
者
、行
政
機
関
の
方
々
、ま
た

日
々
の
生
活
を
支
え
る
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
の
皆
様
に
は
心
か
ら
の
敬
意

と
感
謝
を
表
し

ま
す
。
我
孫
子

市
で
は
市
長
の

強
い
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
の
下
、順

調
に
ワ
ク
チ
ン

接
種
が
進
ん
で
い

ま
す
。

市
長 

市
内
の
医
療
機
関
と
連
携
し
て

早
期
に
接
種
体
制
を
整
え
た
こ
と
で
、

9
月
14
日
時
点
で
65
歳
以
上
の
2
回
目

接
種
率
は
92
％
、全
年
齢
で
も
61
％
を

超
え
、国
や
県
の
平
均
を
上
回
る
ペ
ー

ス
で
順
調
に
接
種
が
進
ん
で
い
ま
す
。

キ
ャ
ン
セ
ル
分
の
有
効
活
用
も
進
め
、

市
内
の
福
祉
施
設
や
学
校
の
職
員
を

中
心
に
先
行
接
種
を
行
い
ま
し
た
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
進
展
に
よ
っ
て
高
齢

者
の
重
篤
化
を
抑
え
る
効
果
が
出
て

い
ま
す
。

桜
田 

私
は
赤
十
字
の
献
血
施
設
を
ワ
ク

チ
ン
接
種
会
場
と
し
て
活
用
す
る
提
言

を
厚
生
労
働
省
に
行
い
、接
種
体
制
の
強

化
に
奔
走
し
て
き
ま
し
た
。今
後
は
臨
時

の
野
戦
病
院
開
設
や
社
会
経
済
活
動
正

常
化
に
向
け
た
接
種
証
明
書
発
行
、簡

易
検
査
用
の
抗
原
検
査
キ
ッ
ト
活
用
も

重
要
な
選
択
肢
で
す
。国
に
対
し
て
あ
ら

ゆ
る
措
置
を
取
る
よ
う
働
き
か
け
る
と

と
も
に
、危
機
管
理
体
制
強
化
の
た
め
の

法
改
正
も
見
据
え
て
、力
を
尽
く
し
て
参

り
ま
す
。

　
桜
田 

我
孫
子
市
は
白
樺
派
な
ど
多

く
の
知
識
人
に
愛
さ
れ
た
街
と
し
て

著
名
で
あ
り
、近
年
は
充
実
し
た
子

育
て
・
教
育
環
境
で
人
気
を
集
め
て
い

ま
す
。

市
長 

我
孫
子
市
は
1
9
8
6
年
か
ら

「
待
機
児
童
ゼ
ロ
」を
継
続
し
、子
育
て

の
し
や
す
さ
が
大
き
な
魅
力
で
す
。ま

た
市
内
に
教
育
者
・
柔
道
家
と
し
て

名
高
い
嘉
納
治
五
郎
の
別
荘
が
あ
っ

た
影
響
も
あ
り
、伝
統
的
に
教
育
に

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
直
近
で
は

G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想
に
基
づ
き

市
内
全
て
の
小
中
学
校
に
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
と
通
信
環
境
を
整
備
し
ま
し

た
。こ
れ
に
よ
り
今
後
対
面
授
業
が

困
難
な
場
合
で
も
ネ
ッ
ト
を
活
用

し
て
学
習
を
継
続
出
来
る
環
境
が

整
い
ま
し
た
。

桜
田 

私
は
議
員
連
盟
の
副
会
長
と

し
て
不
妊
治
療
の
保
険
適
用
範
囲
拡
大

に
取
り
組
み
、来
年
4
月
か
ら
の
保
険

適
用
開
始
を
実
現
し
ま
し
た
。ま
た

「
教
育
は
未
来
へ
の
投
資
」と
の
信
念

の
下
、衆
議
院
の
文
部
科
学
委
員
と

し
て
35
人
学
級
の
実
現
に
も
尽
力
し

ま
し
た
。今
後
も
国
の
立
場
か
ら
継

続
的
に
子
育
て
・
教
育
環
境
の
充
実

を
後
押
し
し
て
参
り
ま
す
。

桜
田 

手
賀
沼
は
我
孫
子
の
シ
ン
ボ
ル

で
あ
り
、水
鳥
の
飛
ぶ
豊
か
な
自
然

環
境
が
多
く
の
人
々
を
魅
了
し
て

き
ま
し
た
。一
方
で
周
辺
環
境
の
変

化
に
伴
う
環
境
の
保
全
が
喫
緊
の

課
題
で
す
。

市
長 

手
賀
沼
エコマ
ラ
ソ
ン
は
水
辺
の

景
観
に
対
す
る
評
価
が
高
く
、人
気
の

大
会
で
す
。市
民
か
ら
は
ハ
ー
フ
に
加

え
て
10
㎞
や
42
㎞
の
コ
ー
ス
設
定
の
要

望
も
寄
せ
ら
れ
、手
賀
沼
花
火
大
会

と
併
せ
て
エコ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
よ
る
地
域

振
興
の
核
と
し
て
更
な
る
発
展
が
期

待
さ
れ
ま
す
。同
時
に
市
で
は
国・県

と
と
も
に
手
賀
沼
の
水
質
浄
化
や

オ
オ
バ
ナ
ミ
ズ
キ
ン
バ
イ
な
ど
外
来

植
物
の
駆
除
に
努
め
て
い
ま
す
。

桜
田 

私
は
こ
れ
ま
で
手
賀
沼
の
環
境

保
全
に
尽
力
し
、湖
底
の
ヘ
ド
ロ
除
去

に
よ
る
水
質
改
善
な
ど
を
実
現
し
て

き
ま
し
た
。今
後
は
外
来
植
物
に
対

自・公で協力して
 地方創生に全力！

自民党 公明党

桜田よしたかさんのプロフィール
■   生年月日　　
■   血 液 型　　　
■   好きな言葉　

：昭和24（1949）年12月20日
：O型
：努力に勝る天才はなし

●  千葉県立東葛飾高等学校普通科、明治大学商学部卒業。
●  昭和53（1978）年、桜田建設創立。柏青年会議所理事長
●  柏市議会議員（2期）、千葉県議会議員（1期）を経て、
  平成8（1996）年、第41回衆議院議員総選挙で初当選
  （現在、通算7期目）。
●  平成27（2015）年11月、自民党行政改革推進本部長に就任
●  平成28（2016）年8月、自民党教育再生実行本部長に就任
●  平成30（2018）年10月、国務大臣に就任
●  令和2（2020）年９月、自民党組織運動本部長代理に就任
● 令和３（２０２１）年７月、自民党行政改革推進本部長就任（2度目） 角田ひでおさん

つのだ

公明党 千葉県本部副代表
前衆議院議員

桜
田 

昨
年
6
月
に
計
画
が
本
格
始
動

し
た「
千
葉
北
西
連
絡
道
路
」は
、沿
線

市
で
住
民
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
ポ
ス
タ
ー
展

示
が
開
催
さ
れ
、住
民
の
関
心
と
早
期
実

現
を
求
め
る
要
望
が
高
ま
って
い
ま
す
。

市
長 

千
葉
北
西
連
絡
道
路
は
国
道

16
号
・
国
道
6
号・県
道
7
号
線
の
渋
滞

解
消
に
加
え
て
、利
根
川
の
堤
防
と
の

一
定
的
整
備
に
よ
る
治
水
力
の
向
上
、

沿
線
へ
の
企
業
進
出
に
伴
う
雇
用
の

創
出
、災
害
時
に
救
急
車
等
の
緊
急
車

両
が
通
る「
命
の
道
」と
し
て
の
役
割

が
期
待
さ
れ
ま
す
。将
来
世
代
に
資
す

る
投
資
は
、我
々
世
代
が
責
任
を
持
っ
て

実
施
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

桜
田 

千
葉
北
西
連
絡
道
路
は
私
の

議
員
生
活
30
年
に
渡
る
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
で

あ
り
、東
葛
地
域
の
潜
在
力
を
引
き
出
す

重
要
な
事
業
で
す
。今
年
7
月
に
は
国

交
省
か
ら
ル
ー
ト
の
延
伸
構
想
も
発
表

さ
れ
、完
成
す
れ
ば
柏
・
我
孫
子
か
ら

渋
滞
な
く
房
総・成
田
空
港
に
ア
ク
セ
ス

が
可
能
と
な
り
ま
す
。本
構
想
は
県
知

事・沿
線
市
長
と
ス
ク
ラ
ム
を
組
ん
で
、全

力
で
や
り
抜
く
覚
悟
で
す
。

桜
田 

地
域
の
均
衡
あ
る
発
展
の
た
め

に
は
、鉄
道
な
ど
公
共
空
間
の
利
便
性

向
上
と
地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
の
活
性
化
も

重
要
で
す
。

市
長 

成
田
線
は
今
年
開
業
1
2
0
周

年
を
迎
え
、感
染
症
対
策
に
留
意
し
つつ

様
々
な
イ
ベン
ト
を
通
し
て
沿
線
の
活
性

化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。ま
た
現
在
我

孫
子
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
進
め
て

お
り
、駅
構
内
の
ト
イ
レ
改

修
は
今
年
7
月
に
完
成
し
、

改
札
と
ホ
ー
ム
間
の
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
整
備
は
令
和
7
年
の
完

成
に
向
け
て
工
事
を
進
め
て

い
ま
す
。こ
れ
は
約
10
年
に

渡
る
国
交
省
と
J
R
へ
の
要

望
活
動
が
実
を
結
び
、実
現

に
漕
ぎ
着
け
た
も
の
で
す
。

桜
田 

昨
年
市
長
と
共
に
行っ

た
国
土
交
通
省
へ
の
要
望
活

動
を
契
機
と
し
て
、実
現
に

至
っ
た
こ
と
を
大
変
に
喜
ば

し
く
思
い
ま
す
。誰
も
が
使

い
や
す
い
公
共
空
間
を
実
現

す
る
た
め
、今
後
も
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
対
す
る

国
か
ら
の
支
援
制
度
の
拡
充
を
図
り
ま
す
。

ま
た
感
染
症
が
収
束
し
た
暁
に
は
、地
域
に

根
差
し
た
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
活
動
や
イ
ベ
ン
ト
の

支
援
を
通
し
て
、成
田
線
沿
線
の
活
性
化
に

も
全
力
で
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

野田市～柏市～我孫子市～印西市
延長約３６km
調査中

茨城県

東京都

成田国際空港

呼塚交差点

44,713台/日

10,770台/日

14,064台/日

53,317台/日

印旛沼

印旛沼

手賀沼

印西市以南
調査中

大栄JCT
たいえい

45,005台/日

42,415台/日

45,203台/日

13,730台/日

49,383台/日

N

埼玉県

千葉県

千葉柏道路について

国道16号千葉柏道路
つくば中央IC

つくばJCT

56,069台/日

13,292台/日

5,580台/日

千葉北西連絡道路

●「
手
賀
沼
エ
コ
マ
ラ
ソ
ン
＆
花
火
大
会
」

　

 

を
核
と
し
た 

地
域
振
興

●「
水
質
浄
化
＆
外
来
植
物
の
駆
除
」

　

に
よ
る
自
然
環
境
保
全

●
水
害
か
ら
住
民
の
生
命
と
財
産
を

　

守
る
治
水
イ
ン
フ
ラ
整
備
を

   （
排
水
施
設
・
堤
防
・
調
節
池
の
強
化
）

防
災
減
災
、

治
水
対
策

4

交
通
利
便
性

5

ま
ち
づ
く
り

6 ●
我
孫
子
の
潜
在
力
を
引
き
出
す

　

千
葉
北
西
連
絡
道
路
の

　

早
期
実
現
を

　
（
治
水
強
化
・
雇
用
創
出
・
防
災

　

減
災
・
渋
滞
解
消
）

●
我
孫
子
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
で

　

誰
も
が
使
い
や
す
い
公
共
空
間
を

●「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
＆
イ
ベ
ン
ト
」

　

を
通
し
て
成
田
線
沿
線
を
活
性
化

令和3年（2021年）9月27日（月曜日）


